
くまモンランド化構想について 

続けて、次に、くまモンランド化構想についてお尋ねいたします。 

知事は、2020 年３月の知事選挙において、創造的復興を熊本の発

展につなげ、地方創生を果たし、県民の夢を実現していくとの決意と

創造的復興を実現するためのマニフェスト、蒲島郁夫 10 の約束を掲

げて４期目に挑戦し、当選を果たされました。 

しかし、時を同じくして発生した新型コロナウイルス感染が、本県

の民生・社会経済活動全般にわたって深刻な悪影響を及ぼし続ける

中、知事におかれては、マニフェストの最後に「プラス１［喫緊の課

題］」として掲げられた新型コロナ感染症対策に多大の労力を投入せ

ざるを得ず、熊本の将来を見据えた 10 のマニフェストの実現に向け

て、当初思い描いておられた挑戦が十分にできなかったであろうこ

とは、県民の皆様御理解のとおりであります。 

一方、現在の状況はと申しますと、球磨川流域治水の方向性が示さ

れたのをはじめ、台湾ＴＳＭＣの本県進出を踏まえ、阿蘇くまもと空

港へのアクセス鉄道の検討が進展するなど、知事のマニフェストが

大きく動き出していると感じております。 



 そこで、本日は、蒲島郁夫 10 の約束のうち「約束⑩"観光くまもと

"で世界とつながる！」に掲げられているくまモンランド化構想につ

いてお尋ねしたいと思います。 

 くまモンランド化構想は、2021 年３月、県が策定した新しいくま

もと創造に向けた基本方針の中でも取り組むことが明記されており、

また、令和４年２月議会の増永県議の一般質問では、くまモンランド

とは、県全体がくまモンの魅力あふれる場所となり、世界中から人、

物、企業が集まるようになること、また、その実現に向けて、リアル

とバーチャル双方の世界でくまモンに出会える、くまモンと触れ合

える機会を創出し、くまモンの共有空間の拡大を図りながら、その効

果を創造的復興の推進や県民総幸福量の最大化につなげていくこと

が発表されました。 

 くまモンは、九州新幹線全線開業を契機としたくまもとサプライ

ズという県民運動の旗振り役として 2010年３月にデビューしました

が、デビュー当初は、関西地域を中心に、当時では目新しいＳＮＳを

使った参加型のプロモーションの展開や、いわゆる楽市楽座といわ

れるイラスト利用料の無料化など、認知度を高める様々な取組が展

開されました。 



 そして、皆様御承知のとおり、2011 年 11 月のゆるキャラグランプ

リで優勝を遂げると、その人気は国内のみならず海外にも瞬く間に

広がり、くまモンの関連商品の売上げは、昨年までの累計で１兆円を

超え、また、国内での認知度は 90％、好感度においても 40％を超え、

他の追随を許さない、自治体キャラクターの枠を超えた存在となり

ました。 

 その一方で、2020 年、ゆるキャラグランプリが終了し、自治体、

企業のＰＲ手法の主流がキャラクターからウェブ動画の展開へとシ

フトしつつある中、くまモンのみならず、御当地キャラクターを取り

巻く環境は大きく変化しています。 

 さらに、長引く新型コロナウイルス感染拡大により、イベントや祭

りの中止、延期が常態化し、くまモンと触れ合うことができる機会が

制限されたことで、くまモンの出動回数も減少しているように感じ

ています。 

 このため、知事が掲げられたくまモンランド化構想を実現するた

めには、くまモンと触れ合える機会やくまモン関連商品の拡大を、イ

ベント主催者や企業側からのアプローチを待つという受け身の姿勢

ではなく、自らアクションを起こし、より踏み込んでくまモンを活用



していく必要があるのではないかと考えます。 

 そこで、世界中から熊本に人、物、企業が集まるくまモンランドを

どのように実現していかれるのか、知事にお尋ねいたします。 

 

 

◎知事（蒲島郁夫君） くまモンは、2021 年までの関連商品売上げ

が累計１兆 1,000 億を超えるなど、目覚ましく活躍するとともに、

熊本地震、新型コロナウイルス、令和２年７月豪雨災害など、様々な

苦難も県民の皆様と一緒に乗り越えてきました。常に挑戦を続けて

きたくまモンは、国籍や世代を超えて愛され、世界的なキャラクター

へと成長しつつあります。 

 くまモンランド化構想は、くまモンが、熊本の宝、日本の宝として、

100 年後も世界中から愛され続けるための新たなステップになるも

のです。 

 私は、この構想の実現に当たっては、くまモンの高い認知度、好感

度を興味、関心につなげることが重要だと考えています。 

 そのため、本年５月には、熊本駅で新たなくまモンの定期ステージ

を開設し、観光客だけでなく、熊本駅を利用する多くの人々に、本物



のくまモンに触れていただく機会を創出しました。 

 今後、新ターミナルビルの建設後、阿蘇くまもと空港においても、

くまモンの定期ステージを実施する予定です。 

 大きな話題となったジュノン・スーパーボーイ・コンテストでは、

１万 5,000 人を超える応募者の中からベスト 75 に選出され、その後

も応援大使として活躍しています。 

 このほか、くまモンブロマイドの全国販売や半導体産業集積強化

推進本部のＣＰＯへの就任など、国内外に向けてより積極的なＰＲ

活動に取り組んでいます。 

 また、実際にくまモンの世界観を楽しんでいただくために、ＩｏＴ

を活用したくまモンレンタカーの運用やＡＲ・ＶＲ技術を活用した

モバイルツアーを造成し、全国販売します。このようなくまモンをフ

ックにした本県での受入れ環境を整備するなど、より踏み込んだ取

組を進めています。 

 そして、これらの様々な取組に合わせて、くまモンに興味、関心を

持つ人々が集まる空間をウェブ上にも構築します。ファン同士の新

たなコミュニティー形成を促進し、くまモンに対する興味、関心の輪

を国内外に広げていきたいと考えております。 



 さらに、くまモンへの関心が比較的低い 10 代から 20 代の若い世

代へのアプローチとして、スケートボードなど、音楽とファッション

を組み合わせた次世代スポーツとくまモンとの連携についても進め

てまいります。 

 このように、くまモンがより能動的に活動することで、幅広い世代

に対して、くまモンへの興味、関心を高め、くまモンランド化構想の

実現を図ってまいります。 

 国内外から多くの人、物、企業を熊本に集め、創造的復興の推進、

さらには県民総幸福量の最大化につなげてまいります。 

 

◆（渕上陽一君） ただいま知事から、くまモンに対する関心が比較

的低い 10 代へのアプローチとして、スケートボードなど、音楽とフ

ァッションを組み合わせた次世代スポーツ、くまモンとの連携につ

いても進めるという答弁を聞きまして、大変うれしく思いました。 

 と申しますのも、まさしく知事の言葉を形にしたものがくまモン

スケートボードパークではないかというふうに思いますので、しっ

かりと実現に向けて取り組んでいただきますよう、よろしくお願い

申し上げたいと思います。 




